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本⽇の内容
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1. 中堅・中⼩企業の様々な課題に対応した⽀援施策

2. 全国ロボット・地域連携ネットワーク
（RINGプロジェクト）

3. えひめEVサーキュラーエコノミーの推進

4. 独⽴⾏政法⼈製品評価技術基盤機構（NITE）
電気安全評価分野



様々な課題に対応した補助金メニュ－

 中堅・中小企業が直面する多様な経営課題に対応するため、各種支援施策を体系的に整理
 各種補助金の概要など、企業の成長や事業展開に役立つ情報を分かりやすく紹介

2（参考）四国経済産業局WEBサイト「補助⾦施策ナビ」抜粋 https://www.shikoku.meti.go.jp/01 releases/2025/09/20250908b/20250908b.html



補助金施策早見表

3（参考）四国経済産業局WEBサイト「補助⾦施策ナビ」抜粋 https://www.shikoku.meti.go.jp/01 releases/2025/09/20250908b/20250908b.html



成長型中小企業等研究開発支援事業（Go-Tech事業）

 中小企業における研究開発を促進するため、３年間で最大9,750万円を補助する支援制度
 公募期間は、令和８年２月１６日～４月１７日
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⼤型研究開発枠通常枠

単年度あたり １億円以下
2年間合計で ２億円以下
3年間合計で ３億円以下
※詳細は、正式な公募の際にご案内いたします

単年度あたり ４，５００万円以下
2年間合計で ７，５００万円以下
3年間合計で ９，７５０万円以下
※詳細は、正式な公募の際にご案内いたし
ます

補助⾦額
（上限額）

①中⼩企業者等（補助率︓2／3以内）
②⼤学・公設試等（補助率︓定額）
※中⼩企業者等が受け取る補助⾦額が、共同体全体の補助⾦総額の2/3以上であることが必要
。

補助率

２年度⼜は３年度補助事業期間
• 従来の「出資獲得枠」については「⼤型研究開発枠」に改編されます。
• 令和8年度採択案件より、⼤学・公設試等の補助率について⼀律定額となります。
• 令和8年度採択案件より、収益納付規定について撤廃されます。

令和8年度公募におけ
る主な変更点

通常枠︓１２０件程度、⼤型研究開発枠︓５件程度（予定）
※あくまで⾒込みであり予告なく変更する可能性があります

補助⾦交付候補
者の採択想定
件数

（参考）令和8年度予算「成⻑型中⼩企業等研究開発⽀援事業」（Go-Tech事業）の公募情報            
       https://www.chusho.meti.go.jp/koukai/hojyokin/kobo/2026/260114001.html -
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2. 全国ロボット・地域連携ネットワーク
（RINGプロジェクト）



RINGプロジェクト設立の背景 ～ 深刻化する人手不足 ～

 地域における人手不足は、地域からの人材流出／新規採用難／生産性向上に対する取組不足／魅力的

な職場の不足といった負の連鎖でとらえることができる。

 人材不足等の要因により、生産性の向上にチャレンジすらできない企業が多く、地域で良質な雇用機会が

不足。
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 企業におけるロボット導入の推進は、労働生産性の向上をはじめ企業の経営・事業全体に大

きな効果をもたらし、人手不足という深刻な社会課題に対し、その解決の切り札となり得る。

RINGプロジェクト設立の背景 ～ ロボット導入の期待効果 ～
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 各地域のロボット導入支援の取組を加速させるために、国、各地域の自治体や支援機関、ロ

ボット関係団体などが連携して、「全国ロボット・地域連携ネットワーク（RINGプロジェクト）」を設

立。
 RINGプロジェクトを通じて、地域のロボット導入支援の取組をオールジャパンで推進する仕組

みを整備し、全国各地でロボットの利活用を推進することで、人手不足下でも持続可能な地域
社会の実現を目指す。

RINGプロジェクト設立の背景 ～ 設立の趣旨 ～
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RINGプロジェクトの会員区分

 RINGプロジェクトの会員は、RINGプロジェクトの目的に賛同する自治体、支援機関、各種団体、

企業等であり、具体的には以下のとおり。
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企業会員募集の目的

 企業会員として「ロボットソリューション提供企業」や「生産性向上支援を行う企業」を募集する。
 RINGプロジェクトを通じて、地域が抱える課題と企業のソリューションを掛け合わせることで、各

地域の課題の解決と製造業全体の発展につなげる。
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（参考）RINGプロジェクトの参画地域一覧
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3. えひめEVサーキュラーエコノミーの推進



えひめEVサーキュラーエコノミーの推進について

 「えひめEVサーキュラーエコノミー推進協議会」を軸に、EV普及、EVバッテリーの再利用・リサイ
クルを推進。

 国内初の「地域完結型EV資源循環モデル」構築を目指す。

（出典）愛媛県資料「えひめEVサーキュラーエコノミー推進協議会事業計画説明」より抜粋
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4. 独⽴⾏政法⼈製品評価技術基盤機構（NITE）
電気安全評価分野



独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE）
 経済産業省所管の独立行政法人で、工業製品等に関する技術的評価と品質情報の収集・提

供を通じて、品質向上と安全性を確保し、円滑な取引を支える技術基盤を整備することで、経

済・産業の発展及び鉱物資源・エネルギーの安定供給に貢献する。
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（出典）NITE総合パンフレット2026より抜粋



大型蓄電池システム試験施設

 世界最大級の試験施設を活用し、大型蓄電池システムの安全性等の試験や検証を行う。

 全固体電池の燃焼試験に対応できる、先端技術評価実験棟（MIDDLE Chamber）が稼働。
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お問い合わせ先

四国経済産業局 地域経済部

製造産業・情報政策課 森

〒760-8512

香川県高松市サンポート３－３３

高松サンポート合同庁舎北館７階

TEL：087-811-8520

Mail：bzl-shikoku-sangi@meti.go.jp




